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新語解説（4）

Fine　mesh（微細格子網）

　とmediumスケール

　数値予報や大循環の数値実験では，空間を多くの格子

点の網でおおい数値計算を行なうのが普通である．い

ま，その水平方向の格子点の間隔をdで示めす事にす

る．真鍋・Smagorinsky（1970）らは9層大循環モデル

を用いて，dを約500kmから約250kmに半減した場合

の数値実験を行なった結果，次のような特徴的な変化が

起ったのを見出した．

　（i）下層の温度場に，前線帯に対応する巾せまい集

中域を生じ，降水域のバンドがそれに沿って現れた．

dが500kmの時には，降水域はあまり組織化されていな

い．

　（ii）じょう乱の全運動エネルギーが増す．

　（iii）低気圧の発達が強まり実際に近づく．

　（iv）短波長じょう乱との相互作用により，超長波の

エネルギーが増大する．

　さらにdを250kmから100km前後にへらした場合，

結果は実況により近づくが，500km→250kmのときほど

特徴的な変化は生じなかった．

　格子間隔がdのとぎ，数学的に表現可能な現象の最短

波長は2dであるが，物理的に有意に記述できるのはゆ

るくみて6d以上（厳密には15d以上）の波長の現象で

ある．真鍋らの結果（ii）（iii）及び（iii）は，dが500

kmではうまく記述できず，dが250kmでやっと記述で

きるようになる1，000km～2，000kmの現象が，運動エ

ネルギーの一つの重要な生成源の役割を果していること

が示唆される，このことは，最近の2次元乱流論から理論

的バック・アップを与えられつつある．このスケールは

大規模スケール（数1，000km以上）とメソスケール

（数100km）の間にあるのでmediumスケールと呼ば

れるようになった（まだ定着した用語ではない）．この

mediumスケールにより，間接的（メソスケールを仲介

として）あるいは直接的にコント・一ルされる積雲対流

群の放出する凝結熱とその上方輸送が，上述の運動エネ

ルギーの生成の主要な過程である．

　Bushlyらは1967年以来，d＝100kmで10層モデルを

用い，ヨー・ッパ区域の24～48時間予報の実験を行なっ

ているが，降水量の量的予報に明るい見通しを得てい

る．

　以上の経過から，この分野ではmediumスケール（及

びそれ以下のスケール）を記述できるような格子網すな

わちd≦250kmのものを特別に6ne　meshと呼ぶよ

うになった．

　日本でも6ne　meshによる数値予報が企てられている・

が，これによって例えば，台湾坊主などの小低気圧や梅

雨前線の動向などの予報，一将来は台風の発達，衰弱や進

路予報に格段の進歩をもたらすことが期待できる．

　　　　　　　　　　　　　　（片山昭：気象研究所）
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